












この構造 [旧約聖書の天地創造の 7日× 2]は、Ernest Hemingwayの In Our Time2 
(1925) [序文＋ 14 の短編＋ 14 の所謂インターチャプター＋結び、ただし、最後の
“Big-Two Hearted River”の Iと IIは 1短編とする ]に対するバース流ポストモダニ
スト・パロディではないかと思われる。両者ともに内容的に誕生と死と再生への
試みというプロセスを主軸としている。前者は特に虚構作りにおける喪失、混迷
の意味での “lost”、“Lost Generation”による後者は、言うなれば、‘lost in our time’
ということになろうか。















































































































































元を変えて元に戻るが、これについては図表 Iの 1から 7までの短編を仮に表と
し、IIの 1から 7までを裏とする（以下、各短編は番号で示す）。Iと IIの同番号
は ｢輪」の表裏のように対応すると考える。この表裏関係は物語内容とどう関わ
るのだろうか。例えば、Iの 3,5,7 の話は ｢アンブローズの物語｣ と言えるのに対






 In Our Time 構図（2 Cycles: 荒廃・混沌からの再生・再天地創造） 
[I] 10 代 7 年間の経験（生と死への目覚め、初恋、友情、戦地、帰郷）  
[II]19～25 歳 7 年間 (離郷 ,結婚 ,子供誕生 ,帰郷 ,再出発 )太字は Nick の物語  
エデンの園：楽園追放後 →・男の試練（Adams) ・女の難産 (Eve) 
(序 ) "On the Quai at Smyrna"(1930 年追加。希土戦争 ,難民 ,赤坊死 ,騾馬） 
1.  章題（中間章）：1915 年 Champagne の戦いへの行進  (泥酔兵、臆病 ) 
"Indian Camp" (難産、男の弱さと死 ) 
2.  章題：希土戦争、難民、荷馬車中出産  (1922/10/20 の目撃）  
“The Doctor and the Doctor's Wife” (父の弱さ、脆さ ) 
3.  章題：Mons の戦い、庭園をよじ登る独兵（友人話）  
"The End of Something" (恋と別れ ) 
4.  章題：Mons の戦い、無益なバリケード  
"The Three Day Blow" (友情と別れた恋への思い、酒、林檎 ) 
5.  章題：希腸チフス閣僚処刑、（22/11/28 新聞記事改竄）  
“The Battler” (栄光と挫折、男の脆さ、狂気 ) 
6.   章題（中間章）：ニック負傷 "a separate peace" 
“A Very Short Story” (戦傷、病院での恋、失恋，行きずりの関係 ) 
7.   章題：爆撃、兵士の祈り、売春宿  
"Soldier's Home" (帰還兵、祈りの拒否、再離郷へ ) 
1' 章題：The Kansan City Star ハンガリー人移民強盗記事 (1917/11/19) 
"The Revolutionist" (1919、ハンガリー人革命家離郷 ) 
2'  章題：戦後、若い闘牛士の奮闘とヤジ（西）  
"Mr. and Mrs. Elliot"(パロディ、子作り奮闘、3 角関係 ) 
3'  章題：闘牛、垂れ下がった馬の内臓、グロテスク（西）  
"Cat in the Rain" (アメリカ人夫妻、猫、皮肉 )（伊）  
4'  章題：弁髪切られた臆病闘牛士（西）  
"Out of the Season" (アメリカ人夫妻の鱒釣失敗、酔 )(伊 ) 
5'  章題：血を噴く闘牛（西）  
"Cross-Country Snow" (スキー旅行、友人、妻の妊娠 )(スイス）  
6' 章題：闘牛士ルイスの臆病さとマエラと "I"（西 ) 
  “My Old Man"(父の落馬、不正、堕落、失望 )(欧 ) 
7'-1 マエラの死 (西 ) "Big two-Hearted River:Part 1" (ニックの鱒釣 )(故郷 ) 
7'-2 章題：サム・カーディネラ処刑の朝 (1923/9/15) (死、無様 ) 
"Big Two-Hearted River:Part 2" (翌朝、鱒釣、儀式、再生 ) 
"L'Envoi" (楽園追放・米へ・風刺）  
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「話」の誕生  















































































      
7 重構造の語りと愛の問題
        

















詩人の物語を加えた II－ B,C,Dは「三角形｣ の B,C,D に対応し、質量ともに短編
集の要となっている。
7＋ 7 というように全短編を二分したのは、｢輪｣ の表裏、「フライターグの変









フライターグの変形三角形  (p.91) 
                         A ～前置き  
             C               AB ～導入部・前置きの説明  
B ～葛藤導入   
                                          BC ～筋の展開と錯綜   
                                           C ～クライマックス・転機   
A        B                     D      CD ～大団円  

























































































1  John Barth, Lost in the Funhouse. Anchor Books, 1988.
2  Ernest Hemingway. In Our Time. New York: Scribners,1925.
3  John Barth, LETTERS. Dalkey Archive Press, 1994.
4  ---,  Chimera. Random House, 1972.
55
5  ---, “Literature of Replenishment,” The Friday Book. G. P. Putmam’s Sons, 1984.
6  ---, “Literature of Exhaustion,” The Friday Book. G. P. Putmam’s Sons, 1984.
7  ---,  The Floating Opera. Bantam Books, 1972.
8  Samuel Beckett, Three Novels: Molloy,Malone Dies, The Unnamable. Grove Pr. 2009.
9  ジョン・バース「神話的祖型に向かって」 志村正雄訳『海』9月号 1979 312-320頁
10  Tony Tanner, City of Words: American Fiction, 1950-70. Jonathan Cape Ltd; 1976.
11  ホルヘ・ルイス・ボルヘス「汚辱の世界史」篠田一士訳『世界の文学 9』 集英社 1978 
254頁
